
分けるには訳がある
――資源ごみの分別――

特 集

内子町

リサイクルセンター

　ごみ置き場に残されている資源ごみを見たことはあ
りますか。そのほとんどは、きちんと分別していな
いという理由で、回収されなかったものです――。
　今月号の特集では、住民の皆さんと内子町リ
サイクルセンターを見学して、資源ごみの
行方を追ってみます。そこから見える、
分別の大切さ――。取材をしてくれた
５人と一緒に考えてみましょう。



　
　
　

源
ご
み
は
正
し
く
分
別
し

　
　
　

て
、
処
理
す
る
こ
と
で
再

資
源
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
私

た
ち
が
捨
て
た
資
源
ご
み
が
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を

見
学
し
に
、
納の

う
ど
う堂
由ゆ

み

こ

美
子
さ
ん
・

美み

お生
ち
ゃ
ん
・
大そ

ら空
く
ん
、
入
江

初は

つ

み美
さ
ん
・
美み

わ和
ち
ゃ
ん
の
５
人

と
内
子
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。

資
源
ご
み
の
行
き
先

　

内
子
町
は
平
成
20
年
、
循
環
型

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
旧
ご
み
焼
却

施
設
の
跡
地
に
建
て
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
捨
て
た「
缶
・
瓶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・

古
紙
類
」
の
資
源
ご
み
は
、
こ
こ

に
集
め
ら
れ
て
か
ら
選
別
・
圧
縮

な
ど
の
処
理
を
し
て
、
再
資
源
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
手
作
業

　

見
学
で
は
資
源
ご
み
が
運
ば
れ

て
か
ら
の
作
業
の
流
れ
を
学
び
ま

し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は

２
階
建
て
で
、
２
階
に
運
ば
れ
た

資
源
ご
み
を
１
階
に
落
と
す
な
ど

効
率
的
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
を
驚
か
し
た
の
は
、
ほ

と
ん
ど
の
作
業
が
職
員
の
手
と
目

で
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
正
し

く
分
別
さ
れ
て
い
な
い
と
、
再
資

資
源
ご
み
の
行
き
先
を

見
学
し
て
み
よ
う
！

　

内
子
町
内
に
住
む
納
堂
さ
ん
と
入
江
さ
ん
の
家
族
に
お
願
い
し
て
、

　
「
内
子
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」を
、
一
緒
に
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

施
設
に
は
年
間
７
６
０
㌧
の
資
源
ご
み
が
集
ま
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
出
し
た
資
源
ご
み
が
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、

　

納
堂
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

分
別
が
税
金
の
節
約
に

　

年
間
約
７
６
０
㌧
の
資
源
ご

み
は
、
職
員
３
人
で
処
理
し
て

い
ま
す
。
１
日
に
約
２
㌧
を
処

理
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
分

別
が
で
き
て
な
い
と
、
作
業
が

大
変
で
す
。
特
に
困
る
の
は
、

供
給
コ
ン
ベ
ア
に
缶
の
中
身
が

こ
ぼ
れ
て
、
機
械
が
故
障
す
る

こ
と
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

缶
の
中
を
洗
っ
て
か
ら
出
す
こ

と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
処
理
し
た
資
源
ご
み

は
、
中
間
処
理
業
者
に
販
売
し

て
施
設
の
運
営
費
の
一
部
に
な

り
ま
す
。「
混
ぜ
た
ら
ご
み
、
分

け
た
ら
資
源
」
で
す
。
ご
み
は

処
理
す
る
の
に
お
金
が
い
る
だ

け
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ

ば
、
資
源
も
税
金
も
節
約
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

リサイクルセンターの外観

源
化
で
き
な
い
上
、
機
械
の
故
障

の
原
因
に
な
る
た
め
、
一
つ
一
つ

の
袋
を
丁
寧
に
確
認
し
な
が
ら
選

別
し
ま
す
。

年
間
７
６
０
㌧
の
資
源
ご
み

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
ば

れ
る
資
源
ご
み
の
量
は
、
年
々
増

加
。
26
年
は
７
６
０
㌧
を
越
え
ま

し
た
。
責
任
者
の
大
野
栄え

い
じ司

さ
ん

は「
ご
み
が
増
え
る
の
は
よ
く
な

い
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
が
高

ま
っ
て
、
資
源
ご
み
が
増
え
て
い

る
と
も
言
え
る
。
き
ち
ん
と
分
け

れ
ば
資
源
に
な
る
こ
と
を
、
施
設

の
見
学
で
学
ん
で
も
ら
え
た
の
で

う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①資源ごみは施設の２階で受け入れ
て、選別作業をする

③選別された資源ごみは１階に落と
され、機械で成型される

【金属圧縮機】

【選別作業台】

④新聞紙・段ボール・雑誌ごとに、
一時保存する場所

【古紙類ストックヤード】

施設１階

手作業で、供給コンベアに流す。分
別できているか職員の目で確認

圧縮された缶。ペットフードの缶は、
フタが取れて機械の故障の原因に

案
内
し
て
く
れ
た
職
員

池
本　

保や
す
ひ
こ彦

さ
ん

キャップが付いてないか確認しなが
ら、ペットボトル用シュートに流す

圧縮機で圧縮したあと、
運びやすいように梱包

ペットボトル缶

専用の投入口から、１階にある減容
機へ入れます。

白色トレイは、熱で溶かしてから、
棒状に固める

白色トレイ

②缶・ペットボトルを供給コンベア
で流し、１階の圧縮機へ送る

【選別作業台】【供給コンベア】

●
設
備
の
概
要

●
処
理
の
仕
方

施設２階

コ
ン
パ
ク
ト
に

な
る
ん
だ
ね

資こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

特集――資源ごみの分別――
分けるには訳がある

施設を見学してくれた皆さん

\な
るほ
ど～
/

（左側）入江初美さん、美和ちゃん
　初美さんは内子町ごみ減量検討委員会の委員をしてい

　ます。普段から、フリーマーケットを活用して、いらな
　くなったものを繰り返し使うことを心掛けています。
（右側）納堂由美子さん、大空くん、美生ちゃん
　昨年の４月に東京から内子町に移り住んでいる由美子
　さん。国際ＮＧＯ（非政府組織）で、開発途上国や紛争
　地などの子どもたちを支援する活動をしています。
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残される訳を知ろう

　
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
分
別
は

面
倒
く
さ
い
の
」
―
―　

リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
終
え
た

納
堂
大そ

ら空
く
ん
の
言
葉
で
す
。
子

ど
も
は
素
直
で
、
核
心
に
迫
る
い

い
質
問
を
し
ま
す
ね
。

　

確
か
に
、
飲
み
終
え
た
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
容
器

は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
た
だ
の

ご
み
で
す
。
分
別
を
す
る
の
は
面

倒
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も「
ご

み
だ
か
ら
」と
捨
て
て
ば
か
り
だ

と
、
ご
み
は
増
え
る
一
方
―
―
。

ご
み
を
燃
や
す
と
二
酸
化
炭
素
が

増
え
て
環
境
に
悪
く
、
処
理
施
設

の
コ
ス
ト
も
掛
か
り
ま
す
。
資
源

は
減
り
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が

住
み
に
く
い
環
境
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
、
一
人
一
人
が
き

\そ
うだ
った
のか
/

回収されない資源ごみには訳がある――

ち
ん
と
分
別
し
て
、
資
源
ご
み
を

資
源
に
変
え
る
こ
と
が
、
き
っ
と

未
来
の
た
め
に
な
り
ま
す
。

　

内
子
町
の
ご
み
分
別
は
14
種
類

あ
り
、
そ
の
う
ち
資
源
ご
み
は
11

種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。
愛
媛
県

内
で
は
西
予
市
が
23
種
類
、
鬼
北

町
が
19
種
類
と
、
内
子
町
が
特
別

多
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
分
別
が
大
変
な
の
は
確
か
で

す
。
区
や
自
治
会
の
積
極
的
な
協

力
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
浸
透

し
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

　

26
年
10
月
か
ら
は
、
ご
み
回
収

の
ル
ー
ル
を
厳
し
く
し
ま
し
た
。

ご
み
袋
の
中
に
少
し
違
う
ご
み
が

混
ざ
っ
て
い
て
も
回
収
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
違
う
ご
み
が
混

ご
み
で
は
な
く
、
未
来
へ
の
資
源
―
―

一
人
一
人
の
心
掛
け
で
、
環
境
が
変
わ
る

環境政策室　
中嶋　優

ゆ う じ

治室長

ペットボトルとして出せるのは、
ジュース・酒・醤油など、容器の
後ろにペットボトルマークがある
ものです。

▶ペットボトル ▶スプレー缶

スプレー缶は、圧縮するときに、
爆発する恐れがあります。風通し
良いところで穴を開けて、金属類
へ出してください。

缶・ペットボトルのキャップは外
して出してください。キャップが
機械に詰まって故障の原因になり
ます。

▶空き缶・ペットボトル

ざ
っ
て
い
た
ら
回
収
し
ま
せ
ん
。

正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
い
と
、

処
理
施
設
の
作
業
時
間
が
増
え
た

り
、
機
械
が
壊
れ
た
り
し
て
、
運

営
費
用
が
か
さ
む
と
い
う
現
実
的

な
問
題
も
、
確
か
に
あ
り
ま
す
。

で
も
、
も
っ
と
大
切
な
の
は「
た

だ
の
ご
み
に
し
な
い
。ご
み
を
出
さ

な
い
」
と
、
考
え
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
資

源
に
な
る
―
―
。
そ
う
考
え
る
人

が
増
え
る
こ
と
で
、
ご
み
だ
け
で

な
く
、
環
境
に
対
す
る
意
識
も
高

ま
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
空
く
ん
の
質
問
に

対
し
て
は
、「
面
倒
く
さ
い
か
ら

と
言
っ
て
や
ら
な
い
と
、
そ
の
面

倒
く
さ
い
は
き
っ
と
ど
こ
か
に

た
ま
っ
て
、
そ
れ
を
い
つ
か
誰
か

が
背
負
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
だ

か
ら
、
面
倒
く
さ
い
け
れ
ど
、
一

人
一
人
が
分
別
を
心
掛
け
て
ほ
し

い
」と
答
え
ま
し
た
。

　

ご
み
置
き
場
に
残
さ
れ
た
ご

み
は
、
誰
か
の
面
倒
く
さ
い
の
固

ま
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

結
局
、
区
や
自
治
会
、
施
設
が
背

負
い
ま
す
。
も
し
、
分
別
し
な
い

で
ご
み
を
捨
て
る
人
が
ま
だ
い
た

ら
、
そ
の
人
た
ち
の
姿
を
思
い
浮

か
べ
て
、
少
し
だ
け「
面
倒
く
さ

い
」を
負
担
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　リサイクルセンターの見学を終えた皆さん――
　資源ごみの処理の仕方や、きちんと分別すれば資源になるということを学びました。
　見学後の話し合いでは、ごみ置き場に残されている資源ごみの話題になりました。
　リサイクルセンターに回収しないと、資源ごみは再資源化できません。
　なぜ、ごみ置き場に回収されずに残るごみがあるのでしょうか。残される訳を考えます。

見
学
会
の
Ｑ
＆
Ａ

見
学
後
、
事
務
室
で
資
源
ご
み
の

分
別
に
つ
い
て
話
す
皆
さ
ん

色付きのトレイは、資源ごみの白
色トレイと一緒に出すことができ
ません。スーパーなどの回収ボッ
クスへ出してください。

▶白色トレイ

ティッシュの箱やトイレットペー
パーなどは、古紙として、雑誌な
どと一緒に出せます。燃やさず、
資源にしましょう。

▶古紙

空き瓶は、人やペットが口にする
ものが入っていた容器だけです。
化粧品の瓶などは、燃えないごみ
へ出してください。

▶空き瓶

特集――資源ごみの分別――
分けるには訳がある

資源ごみの出し方のポイント　――できてる人も、もう一度確認を――

暮らしの変化で、ごみの出やすい社
会になっています。特に紙ごみが多
くなっています。事業系の一般廃棄
物が増えたことも一因。みんなでご
みを出さない工夫が必要ですね。

毎回出される資源ごみの内、５％
ほどが回収できないごみです。回
収されたものでも、中がきちんと
分別できてないため、年間約２㌧
がごみとして処分されます。

気軽に環境政策室へお問い合わせ
ください。区や自治会などに出向
いて、ごみ分別説明会を開くこと
もできます。間違えやすい部分を
分かりやすく説明しています。

分別の仕方が分からないときは、
どうすればいいですか。

人口は減っているのに、何でごみの
量は増えるのですか。

回収されない資源ごみはどのくら
いありますか。Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

見
学
を
し
た
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
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分ける訳を考える
　私たちが捨てた資源ごみは誰かの手によって処理されている――
　資源ごみの行方を考えたとき、ごみ問題に対する意識が少し変わるかもしれません。
　ごみの分別に関して、熱心に取り組む２人に話を聞きました。

　東京ではリサイクルセンターが身近ではな
かったので、自分たちの出したごみがどう処理
されているかを知るいい経験になりました。
　内子町は地域内の人と人との関わりが強く、
一人一人が地域を良くしようというメッセージ
が伝わってきます。私の地区の区長は福岡孝男
さんですが、ごみ分別に関して熱心に取り組ん
でいて、みんなで助け合わなければいけないと
思いました。

　きちんと分別をしないとリサイクルセンター
の職員が大変だということが分かりました。
　普段から、缶やペットボトルのキャップなど
を外して出したり、きちんと中身を洗って出し
たりすることに、気を付けていますが、リサイ
クルセンターを見学することで、ますます分別
に対する意識が高まりました。
　ごみを捨てるときに少しだけ気を付けること
を、地域全体で取り組めたらと思います。

分
別
で
ご
み
問
題
を
考
え
る

　
「
回
収
さ
れ
な
い
ご
み
を
、
区

や
自
治
会
で
処
理
す
る
の
は
正
直

し
ん
ど
い
」
―
―　

取
材
し
た
福

岡
さ
ん
と
石
丸
さ
ん
は
口
を
そ
ろ

え
ま
す
。
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
が

関
わ
る
こ
と
で
、「
ご
み
に
対
す

る
意
識
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
」

と
も
語
り
ま
す
。
単
に
ご
み
を
捨

て
る
だ
け
で
は
、
自
分
た
ち
が
出

す
ご
み
の
行
方
を
意
識
し
た
り
、

責
任
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
２
人
が
感
じ
た
地
域

の
人
た
ち
の
意
識
の
変
化
は
、
分

別
を
通
じ
て
ご
み
の
問
題
と
向
き

合
っ
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
実
は
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
は

不
十
分
。
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
り
、

物
を
大
切
に
し
た
り
、
暮
ら
し
方

や
社
会
の
在
り
方
を
見
直
し
て
、

増
え
続
け
る
ご
み
自
体
を
減
ら
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ご
み
の
処
理
は
、
町
の
環
境
や

財
政
の
大
き
な
負
担
に
な
り
ま

す
。
分
別
は
大
変
で
す
が
、
そ
の

負
担
を
少
し
軽
く
し
、
ご
み
の
行

方
や
環
境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。
小
さ
な
一
歩

で
す
が
、
み
ん
な
で
一
緒
に
踏
み

出
せ
ば
、
未
来
を
変
え
ら
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特集――資源ごみの分別――
分けるには訳がある

　27年４月から区長をしています。
　資源ごみ置き場に残されたごみを持
ち帰っている前区長の姿を見て、大変
だなと思っていました。区長になって
から、このままではいけないと思い、
残されているごみの現状とごみ分別の
ルールを地域の皆さんに知ってもらう
ために、回覧を出すことにしました。
　回覧には、いつ、どんなごみが残さ
れていたか、回収できない理由、処理
方法などを書いています。最初は、残
されているごみが多く、袋を開けて中
まで確認をしないといけないので大変
でした。しかし今では、分別のことで

電話をしてくれたり、家に訪ねて来て
くれたりする人がいて、やっているこ
とは無駄ではないと思いました。回覧
の効果もあり、残っているごみがだん
だんと少なくなっています。
　１番大切にしていることはコミュニ
ケーションです。人と人がつながるこ
とで、物事の解決策が見えてきます。
ごみの問題も一緒だと思います。みん
なが助け合わないと、いい地域にはな
りません。「誰かが片付けるから、いい
だろう」ではなく、誰かの負担になら
ないように一人一人が気を付ける、そ
んな思いやりが大切だと思います。

　26年の４月から生活環境部長をし
ています。柿原自治会では、回収され
ずに残ったごみを地域全体の問題と
考え、みんなが交替で分別をしていま
す。以前は生活環境部の７人だけで分
別していましたが、地域のみんなで負
担することで、ごみに対する意識が変
わってきたと思います。
　分別の問題を解決するには「分別が
できていない」と、ただ伝えるだけで
は意味がありません。柿原自治会では
残っているごみを記録して分析し、正
しいごみの出し方をアドバイスする勉
強会をしています。勉強会をして、ご

みの分別の状況は改善していますが、
回収されずに残るごみはまだまだあり
ます。それを見ると、少し寂しくなる
のが正直な気持ちです。
　柿原自治会生活環境部の目標は、１
年間の未回収ごみを60袋以下にする
ことです。昨年は102袋残っていて、
達成できませんでした。私は「ごみは
出したら終わりじゃなく、始まりで
す」ということを呼び掛けています。
自分たちが捨てたごみが、多くの人に
よって処理されていることを理解して
もらい、未回収ごみの削減に取り組み
ます。

内子19第１区区長
福岡　孝

た か お

男さん　

見学の感想② 見学の感想①

資源ごみの処理を知る
いい経験になった

職員の大変さを感じ
分別の意識が高まった

納堂由美子さん 入江初美さん

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

分別を呼び掛ける回覧で地域とコミュニケーション
ごみの分別に取り組む地域の人たちに聞きました② Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

未回収ごみアンダー 60を目指して地域で協力
ごみの分別に取り組む地域の人たちに聞きました①

柿原自治会生活環境部長
石丸　和

か ず み

美さん

（上）ごみ置き場に設置する案内を説明
する福岡さん（下）回収されなかった資
源ごみ（左）柿原自治会の分別作業
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